The Studies on Nutritional Intake by the Destitute Families Accepting Social Support of Living in Osaka City by 村田, 希久 et al.
大阪市生活保護世帯の栄養撮取実態
村田希久 ・宮木悌次郎 ・河 野友美
宵川久 il子 ・伊丹府智子
-177-
The Studies on Nutritional Intake by the Destitute Families Accepting 
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and Machiko Itami. 
終戦後昭和21年2月より咋生省において、栄養改普法l乙もとづいて、11本令同に亘り 、全般的な
11~1込栄養調査が突胞されてから 10年、 'rf.々搬門会れる |刈民の栄養摂取i止の動きは 、 食組の 符るしく
窮乏した時代から今Hまでの実態を如実にあらわしている。問lち21fj三5月都市の摂取熱!立の平均
1515 Cal、蛋白質 57.2gを最低として除々に摂取量の附加を示めし、 26句さには熱量はほぼ)M';r.l
に到達し、蛋向賀、カルシウム、ピタミン類においても多少の上昇が見られている。年々行われる
此調査により悶民の栄養状態の全般とJUleftを知る事が出来るが、各附府の栄養状態を知る市iま11.
来ない。金蝿事情の好転につれ経済状態や生活環.IJ&を異にする時、即ち附阿り1や地方別によって摂
取栄養母に相異の見られるのは当然であるが之等に閲する資料は乏しL、。
同凶栄養調査結果!とあらわれた栄養隈取f誌を苦るしく下組る|新開がどれ仰、どの程度にあるか、叉
どの限界で健康の維持がIIP!Eなくなるかを知る・1はかなり困難な問題であるが労働科学研究所1)の
最低生泊費の研究結果によれば生活費l]~位当り 4∞0円をド姐る時は 、 肉体的にも新神的κ も危綴的
な現象が見られるとぷう。尚此!終聞の食貨は生活Tlの約67%を示めすと.L，う。では果して此織な生
前をよぎなくきれる附刷ではどの織な内作の食生活をして彼等の生命を保っているのであろうか。
再々が調査可能とした1ft時、大阪市化作の生活保護を受ける断固の生爪・明は消費l)i.{す.当り212-..
3273円で食費は生市首の 55--860也、平均 660らであり、労働科学研究所1)の調査におけ.る生前
:el4αぬ円を下廻る第Eと策目の階層{ζ相当するものであるが、斯障な附級において実fil二如何与る
食生日・をしているか、メ摂取栄養母の実態はどうでゐるかを調査した。
調査は大阪市街H:の調査可能な1511t'.l}について、 詳細な1ft!取 りと;!ít料円引を行い、 九~nにつき
f 141TI、カルシウム、燐、ニコチン殿、 ビタミン B'2、 総ピタミンCの災alll と他の栄義制liのす~II\を
行いへ 1ft帯総日の悦収栄養母を求め 、 所要栄養l止に対する ;I~I合を求めたう
今阿の調査では1ft併問成人n各個人の摂取は悦びにその消費熱量打しくは代謝栄養!止を，淵べる・n
が11¥米なかった為、栄養のバランス等に閲する厳密な判定を下す'fiは不可能であるが、栄益七健康
を保持するに必要と考えられている栄養母故ぴに同民栄養調査結果と比較し、生活保護を受ける附
$ ニコチン酸、 ピタミン B1~、総ビタミンCtr.閲しては調盟後の実測他のJ十ml自に対する割合が求められ
ていない故、特lE尖測した。然しピタミンA、BhB ~ にl処しては-Lぷそのデーターがl:fられている放7)
今岡は算出rc，よって求め、調恩後のf自にftn在した。
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屑 (一応最低生活をする者と見倣す)においてどの程度の栄養を摂取しているかの実態を明かにし
た。以下調査並びに実施法、結果等について報告する。
実 施
?
1. 対象家族の選定
市役所保護課を通じて一区役所を指定し、被保護l世帯台帳1[基き、現夜保護を受けている 233-1吐
mの中、 家族に結核忠者や医療保護を受ける病人を有する 1ft帯を|徐き 、 30町村?の ~I:I調査可能と認め
られる15111:帯を調査対象IW借とした。選ばれた家旅の中101世帯までは1ft帯主が女で、残りの男1:-肝
では72才の老令者と他は何れも手足:n他に欠陥を有するものであるが一応何者:かの仕事に従事して
保護を受げながら生活を支へている現状であった。此15m帯を5世帯づっ3群lζ分ち、9月上旬、
10月中旬、11月下旬の 3期に分け各iH特:につき 6日間の摂取食餌について調査方法の項に述べる様
に調査を実施した。
2. 調査方法
調査の期闘を秋季9.-..11月の3ヶ月とし、扶助金が月初jめに支出される実状lと鑑み各群の調査時
期を各月七旬、中旬、下旬とした。
調査開始前日に調査員が各1帯を訪問し調査用紙を渡し記録要項を充分説明し正確を期する様l乙
努めた。尚調査期間中は毎日家庭を訪問し前日摂取した食餌について調査記録を参照しながら次の
点について更に詳しく間取りを行い調査員が別に記録を取った。調査記録要項は次の様である。
① 献立、材料名、分量、値段。
① 特別な食品については購入居、野菜類の鮮度、大さ、形態、色、購入後使用迄の期問。
① 調理法については単に料理名丈でなく各食品の取扱い法(洗ってから切るか、切ってから洗
うか、米の洗い方、炊く時ふきこぼすかどうか等)加熱の状態、調味料を入れる時期等につ
いて出来る丈詳細に。
① 調理食品の残塁特に煮汁を食べるかどうか、出し雑魚等を食べるかどうか。
① 学童給食の有無、外食の有無
J:t他聞洩しのない様種々雑誌によりみちびき:1す様lとつとめた。
3. 資料採1&と再現方法
各月の調査終了後、調査資料30ケ(延べ30日分)から無作為抽出法により各!日・憎から 2ケづっ計
10ケの資料を抽出し、各家庭において日常購入する市場で、調査による価格、分量などから出来る
丈類似の食品を求め、一家族が使用する全量若しくは調理の状態が著るしく変らない程度ならば
1 1 ー~一量を、調査時の条件に準じ*て調理再現した。合計30ヶ再現した各一日の献立、使用食品重
2 4 
量と家族構成などの例を示めすと第一表の様である。
調理された食品一日分を動物性食品と植物性食品に分け煮汁や汁は植物性食品の方に加え、両試
料別々にして適当量の水を加へ一定重量としたものを各々全部一緒にミキサー料にかけ、均等な粥
ホ 不必要に洗ったり水浸しにするか、叉煮る時間などについても間取りを行った通りに調理した。
料 目立製作ス パーーミキサ 使ー用、同社よりの提供を記して謝す。
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状に腕砕した。均等な粥状になった試科から、蛋円賀、 カルシウム、焼、 ニコチン酸、 ピタミン
B)2、ビタミン Cの測定に必要な呈を採取して分慌に供した。叉主食i式全体を通じて共通のものを
|徐き~1-26Fl(lこっき再現を行い前同級一適当盆の水を加へ府除粥状lこし分析に供した。尚学宝給食に関
してI:!被倹Iltmの子，rlJ>通学する学校より任:cilこ3阿高利を探取、主食副食{こ分け、。ij同様分析
に O~ しfこ。
4.分析方法
(1)蛋白質…………セ:ミクロキールグール法によったの
(2) カルシウム.. .・ H ・ .. …主食、 副食JI<~状の，ll\判夫々 50g を~り，;屯燥、 阪化後塩般に市し ffi釈
後尿ぷ法2)によりJEMした。
(3)燦...・H ・-…主食、 副食共粥状の試料夫々 lOgを採 1)、硫酸と過酸化水素で分解した後希釈
Allen氏変法"を用いて定母.した。
(4)ニコチン酸…...・H ・-・ニコチン酸含量 200r程度の腕時試料を採りカチオン交換樹脂ダイヤ
オンKを用いる山本4)のニコチン離化学的定益法lζより測定したの
(6)ビタミンBI2…………ビタミンBJ21ilが約 5，""，20mrの制聞になる雌、腕緋試料としては 1，""，
7gを係')ペパイン 10mg、タカデアスターゼ 5mgをJIえM/5燐階級衝波 (pH6.5) 5mlと混和i変
更に均等になる時水を加え 30，""，50mlとし トルオールを数約加え 24時間 370C t乙放置する。之Iζ
50mg %の KCN水i樹氏 0.5mlを加へ酷酸でpH5附近に納正し 15lb、5分加熱、冷却後水で 100
mlとし遠心、上71'25mlづつについて総 V.B12前性と、耐アルカ リ因子の測定を L.leich.を
* 用いる方法S)に従って測定する。混合食品中の B)2測定の検討結果については別紙に報告する。
(6)ビタミンC...・H ・..混和試料を他の栄養素の定lri'ζも供する都合上、還元型 V.Cの測定不
能であったので、V.Cがほぼ 1mg前後含まれる程度の腕勝訴料を 3，""，30g採取し、初 %の三塩
化面白酸と水で終由度5，，~三題化酷酸溶液 1∞ml とし、 迫心ì!ll過し、 樹液 50ml について Roeの方
法的に従って総ビタミンCを測定した。
5. 栄饗価の算出法
資源協会制の改訂円本食品関準成分表 (1954)によって30個の成料の栄養価を算出する。 -11tH}
一円分の総熱吐は、Calの1位を 4捨 5入した。脂肪の屯t)tは 1{立まで求めた伶 V.Aでは納物性
食品よりの似の%似を動物性食品よりのV.Afl自に加へた怖を求珍、数値は 1位を4病 5人し、更
に調理!とよる凱火~F) として70%で補正した 、 V.B1 の総計Iζは調理による損失ネ7) として 500'0で
補正し小数以下 mg単位で小数以下 1位迄求め、V.B2では調理による担失率7) として70"'0で補正
しljt{立は V.B)同障に吸った。
6. 各世帯当りの所要栄養量の算出法
間和24年経済安定本部の国民食糧及び栄養対策務議会にて定められた円本人の栄養所要;hl8)Iζよ
り 、名IItmの期成人口から 1ft俗当りの所要栄養fttの総計を求めた。尚熱世に閲しては~ljI乙体重と身長
から体長i町在i当りの所要熱iì1~求めた。尚 V.BI2 に関しては仮!こ所制 B):日の 1ー として求め!A -Jl.e.V _" 1α)Q 
- ビタミンi誌に報告の予定
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第 一 委 献 喧E 例
献 1 I家悠機成
戸ml性別|年令
立その
|材料 名
… ?
献 立その
材料名
朝協同 しゃくし業 l200g 男 48 物JI 1味つけバン 171∞g 女 35 
つ ど ん 18∞ 女 41 |味つけパン 14∞ 男 15 き
つ ゐぷらあげ 30 男 14 
どつ フ ど ん 540 
男 13 
ね 'if li1 ft どつ
ね ぎ 70 男 12 目。 り 粉 5 1J 7 
主 10 ん
ん 男
9 4議 flJI 26 女 3 
筏ー Ml 156 9j 6 
タli; |可3食部弁当|金 時 男 3 ん ま 14 カロリー1:よる縫 26 実質人口
鎗
可食部 4.0 鯵 320 カロリーによる
おやつ| 川くろあめ |
の 信 泊 56 実質人民
タ 酢 酢 56 5.6 :|; 米つ 砂 事5 20 !t 麦
泌物し ゃくし祭 200 
主 去 米 210 
表 440 
食 米 10ω 
第 三 菱 所要量1:対する摂取1誌の比率主主ひ・に成年男子1人当り3j7.均娯取量
i全桝(摂取/問) 成年男子 学m給食1洋(0/0) 非学Jli給食nH0/0) 
J立大段小全平均 筏1人吋取り平1均1I 最大最小企']7.均 i設大 最小 会事均
熱 :!ìt(;!.~単より) 1∞ 54 77 1920 cal 99 62 79 1∞ 54 76 
11 (体事長商積より) 99 56 78 1950 1 
総資自質(l.li&!iより) 126 30 57 45 g 92 47 61 ロ6 30 日
1 {体表面積より) 128 30 58 46 1 
動物性蛋白質(1&!:Viより) 227 3 51 12 1 174 24 78 227 3 41 
")} )1 ミノ ウ ム 126 16 43 340 mg 62 34 44 126 16 41 
v. B1事 108 25 61 0.81 108 76 85 97 25 48 
V. B:!* 95 18 45 0.61 95 53 67 83 18 34 
ー コ チ ン 酸 192 30 69 9.01 
V. B l~柿 26∞ 26 680 8.91 (平均1人当り 6.7)
V. A* 99 。22 880 I.U. 99 。 16 
総 V. C 297 。79 51 mg 
• 3十~{It!. (ζの他は、 V . B1には0.5、 V.B ~と V. Af(.は0.7を計算にかけて摂取録としたもの)
紳所要量をー応V.B1のーユーとして計算した。
1∞o 
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7. 摂取栄養量の判定
!日:m構成が一定していない市と合構成只が段取する食品の1Pj合が明かでない理由により栄養際取
量の所要量に対する;'~j合は 111:時1]\(なで求め 、 試~frl1の名栄養素につき摂取量の所要抵[と対する ;'~J合
(県/所0'0) を求め、 更に30話料の総摂取立の総所要r.:'dζ対する~~j0 (総摂/総所ot，)を求めて全1:
f!?の所要栄養誌に対する摂取尽の;'PJ合の平均とした今
結果並びに考察
1. 摂取栄養量の所要量に対する割合
① 熱量と蛋白質について
実施法の項に述べた綴It調査した151ft帯各6日間の食餌、計90ケの試料より各1附帯2日分づっ計
30ケの資料を任意抽出したものにつき調理、再現を行い、総隈取蛋白質、動物性蛮円質、カルシウ
ム、燐、ニコチン酸、V.B12、総 V.C叶;の測定を行い学主給食の分も加へ各世;告の食餌21=1分の総
摂取扱を求め、 熱量、 V.B1、 v.~、 V . A については分析表よりfl.出した値につき同様各2円分
の1日総摂取誌を求めた。一方1ff:初当りの総所要栄養日を慨椛府成人員の年令、性別、労作別から
求め、各試料について照/所%と総疾/総所%悶l平均値を求めた。結果は‘第二表ミ』ζ示す織で、 ビ
タミン類とカルシウムの授取量が所要誌の20-50%前後と去う不足状態を示めしている許りでな
く熱filや部門質においでさえかなり不足している市が見られた。民Ifち熱況ではj:!f取ltの所要mに対
する;，河合{ま1∞"，54%、 平均π%、lil買では 126-30%平均 町。らであった。
調査対象となった者の栄養所要量が、 日本人の糠準所要量よりも低い可能性も考へられるので
一応身長、体重より所要熱虫と蛋白質i誌を求めて比較した結果はむ第三表ミと ミ第fJfl哀ミ[こ示めす
様で3011!帯を平均すれば標幣所要1ilと大差が見られず、熱量摂取量の所要量に対する;切合の平均の
日朝限界はそれぞれ82孟m三73% と 83ミm75%であり 、蛋円質摂取量の所要吐lζ対する;判合の母
平均の{古紙限界はそれぞれ 61孟mミ~49% と 70ミm~54% であった。然し必要量れしくは所要日
と云うものはかなり安全率を見込んで定めであるから之から見て前ちに彼等の生命の安全がおびや
かされていると考える・jは出来なL、。 HIJち摂取栄養ほの少い析においては、日常前iIiJ1tを1ら低下
させる許りでなく 、井上等"の被告に見られる養老院の老人の栄養調査において観紫されている慌
に、悲能代謝虫の減少により消関誌を隈取栄養iIに順応合せている可能性も光分考えられる。従っ
て科個人の消費祉或は排i1ft栄養1.il等を実d-lIJしなければ点のバランスを知る事が出来ない。然し今問
の調査ではその点迄立入って調べるすIが出来なかった。健康診断の結果から判断される事は貧I血や
浮師、視ブJの衰えた者をはじめとして、皮府荘内等所前栄養状態の低下を来たしている者は勿論、
腕の一部を目されていると!思われる呼吸音を指摘された者が、大人では世s康診断を受けた析の、ド数
民及んでおり、全く異常のない健全な者は 1 ~1 も見られなかった。
尚|昭和29年同民栄養調査結果の成人{決算率 0.87における熱量 2073Cal、蛋円質 68.9gを成年男
子1人当り (t換算すれば、熱量 2388Cal蛋門質 79.2g隈取している'J1fとなるの此他とノト同の調
査に於て得た成年男子1人当りの値を比較しでも熱量はその 80%、E長円質は 57% しか照ってお
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第三菱
摂i¥siY1玄!iNfiぴに体表所制より求めた
所要熱Iltlζ対する摂取fdの如l合
|ス ~，_j!t_号iιi摂取 | 
世mNJ 吟』泊友商I~ 日?に;7If叫 目鉱 山積より| 冨 |ーII 1. J官
A 
B 
C 
|人間のものlのものI• I叱，1fV¥I町AA
1 1 1 1I 1 1ハ…1 …^ 
Call Cal Cal %1 DD 
92ω 66 71 11 5，6 1 4070 1 2944 以施。 57 62 
5940 84 76 21 2，8 7014 7863 4850 69 72 
1580 82 91 31 0，8 1940 1736 14ω 75 84 
5820 98 93 41 2，4 5940 6284 5920 1∞ 94 
5520 67 71 51 3，3 8280 7753 7140 87 92 
3760 54 56 1 2.8 6930 6743 4210 61 62 
6130 78 78 2 3.2 7890 7890 6820 86 86 
4950 65 71 31 3.1 7630 6994 4730 62 68 
8580 85 87 41 4.0 1∞90 9810 8370 83 85 
5260 73 76 51 2.9 7220 6881 6830 95 99 
5580 73 89 11 3，1 76∞ 6257 5220 69 83 
6820 74 71 21 3.7 9220 9572 7770 84 81 
10480 95 89 31 4.4 11030 11777 10960 99 93 
7750 73 70 41 4，3 10650 11089 73ω 69 66 
4330 81 78 51 2.2 5380 5518 4490 83 81 
盟子両l側 I1913げい
母平均の信額限界 (0:=0.05) I均~731関与275
*構成人口の栄養指数の和
第四表
駁幣所~lN長びに体W.而叡より求めた
m~mLITlI訟に対するおi取JIkの~'ílJ合
初成者紺取量妓/所要Xl∞世街地人 貝 Xl∞ Xl∞ 
gl gl gl %1 D。
485 I ~44 I ~~ I ~~ I ~~ 254 1 52 1 57 
2 5 250 271 125 50 46 164 66 63 
3 1 65 57 68 
105 本 119 
34 52 60 
4 3 210 210 1ω 76 76 1ω 76 76 
5 6 27() 公訓日 125 43 48 164 56 63 
B 
1 3 2泊。 232 74 31 32 85 35 37 
2 4 275 268 142 59 53 135 49 50 
3 4 250 240 139 55 58 236 92 98 
4 5 sω 339 1ω 46 47 217 62 64 
5 4 240 236 127 53 54 303 126傘 128 
C 
1 4 255 209 196 77
 94 
122 48 58 
2 5 310 324 174 56 54 148 48 46 
3 6 3ω 408 258 68 63 178 47 44 
4 5 375 382 113 30 30 155 42 41 
3 185 189 109 59 58 122 66 65 
警交21|ω I 781 491 57 1 58 
母平均の信頼限界 (a=571;)-P5降5
*は棄却される
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らず、日本人の国民栄養調査結果に比し摂取熱祉や蛍円買も若しく下廻っている引が見られる。叉 E 
高木等(0)が東京都被保護1l1:{'1の主婦4名について行った淵査結果?とよると版取l止のft'j賢岳に対する
;ljリ合 (段取/消%)は 69.4、 90.4、100.5、120.5%で同報告による と摂取熱地が消費熱量の10%噌
を必要とするならば、4名rl'3 名までは県取熱誌がftn~熱拡を下廻っており 、 内 2名には程度の浮
j匝さえ見られ一見して栄養状態の低下を米たしている'jiが分る綾な状態{とあると述べているが、吾
々の調査対象となった1ft稽の奴取栄養量の平均は高木~lO)の調査のかなり低位にある者lと相当して
いる、然し奥村等11)による医出扶助i世帯の家計分析より求められた一日一単位当うの熱量 1555Cal
(病人同居の1仕掃員)、1829Cal(病人入院の1tt初日)よりは多少上位にある乙とが見られた。
① ビタミン類摂取について
国民栄養調査の結果は総て分析表より算出された他のままで、調理1<:.よる損失についての考慮が
払われてなL、。吾々がζζに求めた値は、V.BI2とニコチン酸、総 V.Crζ闘しては調理後の実測
値であり、V.A、V.B1、V.B2(乙闘しては分.jff表より求めた{直にそれぞれ 0.7、0.5、0.77)を乗じ
調理後の値に補正したものである。
V.BI2値は L.leich.を用いる微生物定誌によってねた結果であり、その大部分は V.BI2以外の
活性物質に基因するものでない取を一応 P.P.Cそによる分制定i誌を行い検討したが、絶対値につ
いては更に将来の研究にゆずるとしても相当Eの V.BI2 を段取しており、共多くは小魚類からあ
おいでいる事が分る。即ち、V.BI2摂取量と動物性面白質摂取の標本相関係数告求める と0.55(α 
=0.01)で有意であった。
ニコチン酸摂取量の実測他はミ第五表ミlζ示めす様で所要量{乙対し 192-..30%、平均、69%であ
り、段取ニコチン酸の平均 46%を主食から摂取している。成年男子一人一日の隈取量を求めると
9.0mgであり、此量を昭和29年度国民栄養調査による食品材料より概算して、後の項!と述べる実
測値の計算値に対する別合として主食{乙は 0.34、副食には 0.61を乗じて求めた成年男子一人一臼
摂取ニコチン酸の推定s13.2mglL比しかなり下廻っている。
総 V.C並びに V.A段取量には非常な変動があり-l::Irt'全く使っていない・1があり、3くかなり
多く限っている場合志fこまにあり、V.Cでは突出1J(1tiの所要量{乙対する割合 297-..0%平均 79%で
あり、V.Aでは摂取 V.A計算他(有効他)の所要誌に対する割合が99-..0%、平均値か 包%で
あった。実測総、V.C と有効 V.C誌の関係については目下検討中であるが有効 V.C誌の所要量
に対する;判合を求めればおそらく79%を多少下姐わると.Vわれるが他のビタミンに比し比較的多く
摂っている。然し V.A段取位が若るしく乏しい点に注討しなければならなL、。
V.B1並びIζ V.B2摂取hlの所要量{ζ対する;IPl合はそれぞれ 108-.25%、平均61%と、95-.18%
平均45%で、成年男チ一人一日の段取量を求めると V.B1 0.8mg、V.B2 0.6 mgであり、却年度
国民栄養調査結果の数値から調理l乙よる損失を差ヲ|き、之を成年男子一人一日量lζ換算して得た値
V.B1 0.6mg、V.B20.5mg !r.比し高値を示めしている。之は調査された生活保護HlJ，iの大部分が
1 1."，，; 相当hlの麦(主食のー~ 以1::) ~ρ摂取している為と完・へ られる。3 2 ~~， ~ 
* Paper partitioD chromatography 
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第五衰
標機所要i注より求めた所要エコチン般量
tζ対する摂取量の割合
第六表
所要カルシウムiJIζ対するカJレシウム摂
取抵の割合並びに燐とカルシウムの比
世稽No.構成人民所要盈 摂実取測量{直 摂/所要X 1∞ 檎炉liルエ山川駅世相犯人 要量|摂実測取母値綬/所要 祭実
xl∞ 
A 
mg mg % 
1 7 70 35.4 51 28.9 41 
g g % g 
A 7.18 95 6.77 0.94 l 7 7.20 1.18 16 5.91 5.03 
2 5 36 
20.2 56 
38.0 105 2 5 4.80 
2.06 43 4.71 2.28 
3.21 67 3.22 1.∞ 
3 1 11 
8.3 75 
6.9 63 3 1 O.ω 
0.35 43 0.89 2.57 
0.23 29 0.74 3.18 
4 3 30 
22.7 76 
14.4 48 4 3 3.∞ 
0.89 30 6.06 6.79 
3.77 126 8.25 2.19 
5 6 45 35.5 79 23.7 53 5 6 4.80 
1.69 35 4.09 2.42 
1.63 34 4.77 2.93 
B 
1 3 37 
11.4 30 
30.4 82 
B 0.74 21 2.36 3.19 1 3 3.ω 0.79 22 2.14 2.71 
2 4 41 
16.4 40 
14.6 36 2 4 4.20 
1.63 39 4.47 2.74 
2.21 53 4.47 2.03 
3 4 38 
16.8 44 
21.8 57 3 4 4.∞ 
1.92 48 5.30 2.58 
1.80 45 5.11 2.84 
4 5 49 
22.8 47 
52.9 108 4 5 5.60 
1.83 33 3.74 2.05 
1.91 34 6.28 3.28 
5 4 40 
76.9 192 
17.5 44 5 4 3.60 
1.40 39 4.34 3.11 
0.99 27 3.92 3.97 
C 
1 4 39 
40.8 105 
27.1 69 
C 43 6.62 4.27 
1 4 3.ω 2.17 ω 6.27 2.89 
2 5 48 
50.9 106 
32.6 68 2. 5 4.ω 
1.12 24 6.57 5.88 
1.08 23 7.61 7.07 
3 6 57 
79.5 139 
36.8 65 3 6 6.40 
2.64 41 7.30 2.77 
2.22 35 9.61 4.33 
4 5 54 
23.1 43 
22.0 41 4 5 5.70 
1.69 30 4.25 2.51 
2.30 40 6.82 2.97 
5 3 27 11.9 44 18.5 69 5 
3 3.∞ 1.09 37 4.47 4.08 1.86 62 5.64 3.03 
成年男子1人当りI13 I 9.0 I 瓜1人年男当子り oω 10.341 10.941 
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@ カルシウム摂取量について
カルシウム摂取量実測値の所要ßIζ対する湘合は な第六表逮に示めす織で、 126~16%、 平均 43
%であり 、成年男子一人一日誌を求めると 340mgとなり、Is和291手度1f~民栄養調査結泉も著るし
い差は見られないが明かに不足している。叉カルシウムに対する比率日ilP/Caは 0.9..7.1平均
2.77であった。
① 学童給食に関して
調査対象となった17才以下の子供では健康診断の結果異常の認められない者が50%で他は呼殴器
に欠陥のある者、貧血、皮膚炎共他であったが、大人の健康状態に比し明かによい事が見られた。
之は当然のisではあろうが学童給食による補いの大きい事が現われる。即ち結果{まな第一表ミIL.見
られる様で、学童給食群と非学童給食群の摂/所%(世帯単位当りに見る都合上、給食された栄養
盆がl立帯全日の総栄養母l乙加えられ、構成人口κ分配されたとして求められである)Iζ明かな差異
が見られており、此影響は熱量lζは苦るしく顕れていないが、蛋白質、V.A、V.Bj、V.B2の摂取
量において明かで、家庭食での栄養の不足が給食によって補われる所大である事が解る。尚調査さ
れた全人日の標準所要熱量と、体表而より求めた必要熱量の平均値がほぼ等しい事を前項において
述べたが千今年令別花見ると ミ第七表、に示めす織に全般的に徴準所要量よりも体表面宥iより求めら
れた所要量の方が幾分低いのにも拘わらず12..15才男子では体表面積より求めた値が棋準所要量よ
りも幾分高くなっている。調査対象となった各年令別の人口数が充分でないが、此桜な階層Iとおい
ても、高木等12)の調査における9...16才の男子の消費熱量が栄養審議会において決められた値より
もかなり(1人当り 2∞....40Cal)高く出ている結果と類似の傾向にある事l乙注目すべきであろ
つ。
2. ニコチン酸実現IJ値の計算値に対する割合*
著者の一人7)は都市{ζ住居にする中産階級の食餌中の V.Bj、V.B2、カロチンの実測備の計算{也
氏対する;切合を求め、主食では V.Bj42....73 %、V.B260~89 %、副食では V.Bj52....72%、
V.B2 54.......82%、 カロチン65.......770~程度でゐる 'ßを報告した。之等の数を参考として、 今回の調査
においては便宜上 V.Bjの計算に 0.5、V.BzI乙は 0.7、V.AIL.は 0.7の係数を乗じた。
ニコチン酸については従来実測値の計算値に対する割合が求められていない故、今岡の調査にお
ける主食波びに副食について、調理後の実測値の計算値lζ対する出j合を求めた結果、主食では平均
34%、副食では平均 72%で、主食においてはかなり低い伯を得Tこ3 どの1:掃においても米や麦を
かなりよく淘洗する為大きな損失を来たしたものであろう。此点、を明か!とする為、別iζ白米飯、麦
飯等について炊飯前後のニコチン般を測定して残存率を求め、叉炊飯後の実測値と計算値の割合を
求めた所、 前者では平均 45o~ 、 後背では平均 30%であったの即ち淘洗炊飯による実質上のニコチ
ン酸旧火は平均 45% であるが此liJf先において保用した主食のニコチン椴A1tがMnl.!1の相奥の為
分析表の仙よりも低い ιJ;にも基|到して陶洗炊飯後のニコチン階尖測仙のól・t11乙対する ;I~j合が者るし
く{民{正iを右ミめしたものと!邑われる。
本詳細については'栄必と金鐙.Iこ役お:~中
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尚参考の為中産附級の献立の副食 2---3例につき調理後のニコテン酸を実測し、計算{酌ζ対する
;切合を求めた結果の平均は 51%であり、叉保健食献立 2"'3につき同様の割合を求めた結果は 54
%であって、生活保護1吐稽の簡単な献立において幾分損失が少い傾向が見られた。之等の他を便宜
上平均した61%を前述昭和29年度国民栄養調査の副食物材料からのニコチン厳段取量概算の算出
!と 、 叉主食については34%を殺類より のニコチン酸隈取概算の~出に適用 した。
第七表 各年令5JUによる体表面積より求めた所要熱ほと絞準所要熱量の比較
男 l' 女
~ J-e、j 調査人民間車(平均)，JU1I，也(平均)1惜 別 羽倉人制純(平均)1計算In<平均)1i{'l 減
1 1 1似封。 1364 + 。 980 一
2 2 1280 1211 1 11ω 1170 ー
3 3 1420 1477 + 1 1320 1392 + 
4 6 1玖)() 1410 1 14∞ 1335 ー
5 1 15伺 1446 1 14伺 1473 + 
6 1 1690 1259 一 1 1590 笈)()2 + 
7 1 1770 1713 1 1640 1385 
8 3 1830 1584 1 17∞ 1593 
9 2 1気)() 1832 。 1750 
10 。 1950 一 。 1830 
11 3 2030 1973 一 。 1930 
12 1 2130 2159 + 。 2040 
13 5 22ω 2幻9 + 。 2110 
14 3 24ω 2579 + 。 2230 
15 1 25ω 2河>75 + 1 2230 2340 + 
16 。 26鈎 。 2220 
17 1 2640 2224 . 。 2210 
18 。 2650 一 。 2190 
19 。 2650 。 21鈎 一
20 。 2650 一 。 2180 
21..30 。 2580 1 2140 1853 
31...40 3 25ω 2406 10 2070 2125 + 
41..50 2 2反)() 2218 3 2040 1943 
51...60 。 23ω 1 1990 1961 
61...70 。 2公)() 。 17∞ 
70以上 1 1940 1736 。 1630 
要 約
大阪市生活~謹 11 1:怖の摂取栄養i止の実態を調査した紡果、 tH取栄養母の所要栄袈 :î11L対する ;'m合
は平均して熱hl78%、蛋白質58%、カJレシウム 43%、V.A22%、V.B161%、V.B2 45%、ニコ
チン酸 69%、総V.c79%と云う結果であった。
メ此附't!1における摂取栄養量を昭和29年度国民栄養調査結果iζ比較すると熱量ではその80%、蛋
I~I質57%程度を摂取している実態であった。 然しV.B1 と V.B2 摂取に闘しては、 麦を多 く 探ってい
る凶係上むしろ凪凶栄養調査結果より も多く限っているボ尖が比られた。
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終 りに臨み本調査研究に御便宜を御言十い下された大阪市保護課，久保田課長fL深謝する。
SUMMARY 
According to the survey of nutritional intake by the destitute families accepting 
socia! support of living in Osaka City， average calory and protein intake by those 
people were 78% and 58% of thos巴 requirementsrespectively， and the average ratio 
of intake to the requirements of calcium and vitamins were 43% in calcium， 22% in 
vitamin A， 61% in vitamin Bl' 45% in vitamin Bz， 69% in nicotinic acid， and 79% in 
total vitamin C respectively. 
Their calory and protein intake were 80% and 57% as compared with the amounts 
intake by ]apanese people according to the results of the national nutritional survey 
of 1954. However， because of a higher consumption of pressed barley by the destitute 
families， the intake of vitamin B1 and vitamin Bz by those people were higher than 
that of the national survey. 
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